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消火用ドローンの活用方法の研究開発を開始 

～「消防防災科学技術研究推進制度」の研究課題に採択～ 

株式会社モリタホールディングス 

株式会社モリタホールディングス（本社：大阪府、代表取締役：金岡 真一）は、総務省消防庁が

公募した令和７年度消防防災科学技術研究推進制度の採択を受け、株式会社モリタ（本社：兵

庫県、代表取締役：加藤 雅義）、大阪市消防局、国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学、

国立大学法人豊橋技術科学大学と連携し、消火用ドローンの活用方法の研究開発を開始しま

した。 

 

1. 概要 

令和６年能登半島地震に伴う輪島市大規模火災では、津波警報発令下における浸水想定区域

内での消防活動が課題となりました。地震や津波発生時の大規模な火災現場など、消防隊員

の進入が困難な区域において、消防隊員の安全を確保した上で消火活動を継続できる手段と

して、「消火用ドローンの活用方法に関わる研究」テーマが採択されました。官学連携のもと、

安全かつ迅速な消火活動を可能とする消防戦術の構築を目指します。 

当社グループは、『「安心」を支える技術と絶えざる挑戦で、人と地球のいのちを守る』というパ

ーパスのもと、先進の技術力で世界に変わらない「安心」をお届けし、持続可能な未来の創造

に挑戦し続けてまいります。 

   

2. 研究内容 

研究課題名 消防機関に配備されている車両や資機材等との組み合わせによる消火用ド

ローンの活用方法の研究開発 

研究期間 ２０２５年５月９日～２０２６年３月３１日 

研究開発体制 

 

研究代表者：株式会社モリタホールディングス 

研究協力者：株式会社モリタ、国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学、 

国立大学法人豊橋技術科学大学 

研究支援者：大阪市消防局 

研究実施内容 

 

消火活動にドローンを活用する場合に当該ドローンに求められる性能（持ち

上げるべき消防用ホースの重量、放水時に求められる飛行安定性等）を評

価し、消防機関に配備されている車両や資機材等と組み合わせて、消火活

動にドローンを活用する方法を研究開発します。 

 

 

本件に関するお問合せ先 

株式会社モリタホールディングス グループ戦略本部 経営企画室 広報課 担当：三木 

TEL:03-6400-3485 


